
平成 15 年に『シックハウス』対策として、新築住宅の居室には 
換気回数：0.5 回/ｈ以上の機械換気設備が義務化されました。 

 
■機械換気の種類 
第一種換気 （機械給気 機械排気） 
第二種換気 （機械給気 自然排気） 
第三種換気 （自然給気 機械排気） 
 
■第三種換気の特徴 
● シンプルでコストが安い      ▲ 気密、温度差の影響を受けやすい 
● フレキシブルに対応できる     ▲ 局所換気によりショートサーキット 
● メンテナンスが容易          (近くより給気)の可能性がある 
 

＊グッドマン換気口利用の第三種換気の提案 
ハイブリッド換気(自然換気＋機械換気) 

 
地球環境保護の時代にあって自然換気作用のあるグッドマン換気口と機械換気併用の第三

種換気は省エネルギー,省資源で快適な地球環境、居住環境を目指すハイブリッド換気シス

テムであり、停電時長期不在時等機械換気停止時には、フェイルセーフな計画換気で下記

の条件に対応する換気設備です。 
○1 換気量はバランス良く確保しやすい 
○2 省エネルギーなシステムである 
○3 メンテナンスが簡単である 
○4 耐久性が高い 
○5 機械騒音が少ない 
○6 手ごろな価格（イニシャルコスト） 
○7 施工性が良い 
○8 人と建物に対して安全である 
(機械換気を常時使用しない人が多く見られる) 
○9 冷暖房時のエネルギーロスは少ない 
 

グッドマン換気口の特徴 
○1 温度差換気(煙突効果)により室内上部に空気が籠もりません。 
○2 南北、東西の対向の部屋に設けると風力換気（通風効果）が得られます。 
○3 室内側のダンパー上部で内外空気が混じり合い温度が中和されコールドドラフトが緩和

されます。通年、開口部の調節で自然換気効果が得られ住宅の長寿命化と環境負荷低減

のパッシブ換気口です。 








